十一月の短歌


旅の途中に寄りし新装の道の駅に　　　　　岩本ひろこ
　　　われも浮かれて人込みの中に


新わらの匂ひほのかに日の暮れて　　　　　岡　恵美子
　　　ひつじ田渡る風の冷たし


[bookmark: _GoBack]白壁の商家連らなる街並を　　　　　　　　山﨑　幸代
　　　玉川に写して隠しき流れ


日だまりにそっと停まる蜻蛉は　　　　　　原　　敬子
　　　亡夫の化身か初冬の午後に

